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八重山群島の稲作の現状と問題点

荒木均・池橋宏
(熱帯農業研究センター沖縄支所）
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はじめに

八重山で654トンが使われ，主にタイから輸入されて

いる現状である。八重山では米の市場は，未飽和で，手

近にあるといえる。

稲作をめぐる条件が必ずしも不利ではないにもかかわ

らず，稲作が縮少しているのは，様々の理由によるであ

ろう。以下この論文では，生産場面における各種の問題

について，筆者らが過去二年間に観察，あるいは試験し

た結果にもとづいて報告し，あわせて，今後の稲作の改

善について，２，３の提言をしたい。

稲作基盤の立遅れ

八重山地方では，河川やダムを取水源とするかんがい

網は，石垣市の平田原あるいは，与那国島の萬田原の，

20～30ha位の水田団地以外ではほとんどみられず，ほ

とんどは谷間を流れる小水路が直接水田に接続し，その

あとは，田越しかんがいにたよる天水田である。１２月か

ら３月にかけての降雨を水田で貯水したまま，耕起，代

かきを行うのである。

降雨量の不足や小水路の破損による旱ばつの事例は随

所にみられる。

天水田では，深水で大苗を手植えするため，苗代感応

度の早生品種は不適であり，稚苗による機械植や水位の

調節に左右される除草剤の使用は困難である。

日本の本土では，戦後の食糧不足の時代から最近の米

の減反の強化に至るまでの間，稲作は農業の中でもっと

も有利な部門であった。このため水利施設や農道の整備

が進み，現在の機械化一貫栽培の普及の基礎が確立され

た。これに対し，沖縄県では，戦後一時米の増産がすす

められたが，安価な外米への依存と，さとうきび，パイ

ンアップルの生産の拡大にともない，水田の多くが畑地

に転換されるとともに，条件の悪い天水田が放棄され，

稲作は年々縮少の一途をたどっている。

沖縄県全体でみると，1981年の米の生産額は2,690ト

ン（玄米）で，消費量のわずか４％である。このうち八

重山地方では，1980年の稲作面積は600ha，生産量は

1,642トンであり，自給率では43％ととなり（八重山要

覧による)，依然として重要度は高いと云える。

上述の通り稲作は縮少してきたが，その収益性は第１

表に示す通りであり，一作あたりの所得が少ない。しか

し一作あたりの期間が短いことを考慮すると，さとうき

びおよびパインアップルに比べて必ずしも不利ではな

く，一日当たりの家族労働報酬では,稲作が有利である。

米は地元に食用としての需要が十分あるのみならず，泡

盛原料としても，昭和57年で，県全体として7,480トン，

第１表稲作と他作目の収益性の比較

１日当家族
労働報酬

６．９６０

４９７２

４，４７１

７，１３３

費用合計

73,960

128,355

160,040

139.968

収量(h,）

３５２

489

6941

3,024

粗収益

90,370

150,733

136.857

１６５．７７１

労働時間

５０．４

６２．７

１６０．３

８６．７

作目

沖縄稲作

他県稲作

さとうきび

パインアップル

所得
一一一一

５５，１６３

73,885

103,500

74,866

利潤

5.094

△１２，５１６

△29.468

１６，４７０

曲いずれも10｡当り，第10次沌縄農林水産統計年報より

昭和55年度の数値△印はマイナスを表わす。

沖縄稲作は第１期作の調査
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一方水田までの農道も上記の水田団地を除いてはほと

んど整備されていないもこのため，機動的な稲作は困難

であり小規模な谷地田から順番に放棄される傾向があ

る。

稲作被害の発生事例

八重山では,熱帯性の害虫の多発がみられる(第２表)。

このうち被害の深刻なものは，ヘリカメムシであり，出

穂前後から発生して未熟もみから吸汁し，不稔・黒しょ

く米の原因となる。ただ発生には年次差があり，1981年

に多く，1982年２期作では少なかった。次にコプのメイ

ガは，止葉が食害され，田一面が白くみえるほどの大発

生がみられる。トピイロウンカの被害は重大で，一期作

の後期の５月頃より発生し，とくに２期作では，収穫皆

無の事例も報告されている。また，1982年一期作では減

収率が20-30％に及ぶと推察されるシンガレセンチュウ

による被害事例が石垣の随所でみられた。

病害では，断然いもち病，とくに穂首イモチ病の被害

が目立ち，高温・多湿となる一期作の成熟期に被害が顕

著で，減収率が10％以上と推定される事例は，ごく普通

である。次に，ごまはがれ病が目立つ。しらはがれ病は，

1981～82年については,目立つような発生は少なかった。

ウイルス病については黄萎病が，熱研支所内の株保存で

'よ必ずみられる。ほかには沖縄本島では普通にみられ，

石垣でもトランジトリーイエロウィングもまれに見られ

る。グラシスタントやラギッドスタン卜も発生の可能性

はあろう。しかし一般的にウイルス病の発生は少なく，

実際的被害はほとんど認められない。これは，二期作が

ほとんど行われず，冬期には，稲株は生存するものの，

稲作が中断され，罹病源が，接続しないことによると思

われる。

病害虫以外の被害

先述のごまはがれについては，むしろ土壌中の要素欠

乏によると思われる。現に八重山農業改善普及所の試験

によれば，硅鉄の施用により，ごまはがれが減少し，１０

－２０％の増収が確認されている。その他，石垣市の平田

原では,水田土壌のｐＨが7.8に及ぶ所があり，そこでは，

亜鉛欠乏のような症状が認められた。

土壌的障害にもまして目立つのは，雑草害であり，田

植えはしたものの，雑草の発生で，耕作を放棄した所が

少なくない。その原因としては，田面の均平度の不足，

用水路の不備などから，除草剤を施用しても有効でない

場合が多い。

次に特殊な被害例としては，早生稲であるトヨニシキ

を台中65号と同じように早植えをして，四月中に出穂期

第２表八重山地方で多発している害虫

英名注ｌ） 備 考和名

サンカメイチュウＹｅｌｌｏｗｒｉｃｅｂｏｒｅｒ

コブノメイガＲｉｃｅｌｅａｆｒｏｌｌｅｒ

ヘリカメムシＲｉｃｅｐａｄｉｂｕｇ

クロカメムシＢｌａｃｋｐａｄｄｙｂｕｇ

イネトゲトゲ．Ｒｉｃｅｈｉｓｐａ

ツマグロヨコパイRicagreenhopper

クロスジッマグロヨコバイ
タイワンッマグロヨコバイ

トビイロウンカＢｒｏｗｎｐｌａｎｔｈｏｐｐｅｒ

四月頃より常時発生。

出穂前後に多発する。

穂から穂へさかんに移動する。

移動性は小さい？（注２）

与那国で発生している。
地元ではドロムシと云う。

黄萎病およびトランジトリー・イエロウイング
の両ウイルス病を媒介する。

クロスジツマグロヨコバイとタイワンッマグロ
ヨコバイが多い｡(注３．）

ラッギッド・スタントおよびグラシスタントの

両ウイルス病を媒介する。

１９８２年１期で多発。シンカレセンチョウＷｈｉｔｔｉｐｎｅｍａｔｏｄｅ

英名は熱帯稲作図説による。

専門家による確認を要す。

熱研沖縄支所里見緯生氏による。

注１）

２）

３）
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をむかえるような場合に，障害型の冷害がみられる（平

田原,西表祖納)｡台風にともなう塩風の害も無視できず，

２期作における初期生育の抑制から減収につながるよう

である。また，海水の浸透による塩害も，石垣市川平で

みられた。なお，この種の塩害田では，とくにメイ虫の

発生が甚大であることは，アジア各地下もみられるとこ

ろで，注目される。

、各種被害に対する技術的方策

稲作に対する各種災害・被害のうち，台風やそれにと

もなう塩害などは水管理などで回避できるものもある。

また前項で例挙した減収諸要因以外にも栽培上の注意不

足によると思われる事項も多いようである。そのうち

もっとも重要な事は，稚苗田植後の深水あるいは大雨のあ

とでの排水のおくれによる植付苗の腐敗，植いたみであ

る。また除草剤の施用前後の水管理が放慢で，除草効果

を失うことも多い。病虫害のうち，今日の技術的水準か

ら容易に防除が出来ると思われるのは，シンガレセン

チュウであり，またトピイロウンカに対しては，耐虫性

品種が熱帯の各地で実用化されている。しらはがれ病に

ついては，耐病性の品種の選択で発生を抑制できる。カ

メムシおよびコブノメイガについては，今後も防除が必

要であろう。

土壌についてみると，ＮＰ.Ｋ三要素については問題

ないとして，硅酸の施用が必要である。また特異的に

ｐＨの高い所の障害についても究明が必要である。

冷害については，単に田植えを遅くすることで回避で

きよう。

以上の対策を行なっても防除の困難な問題としてイモ

チ病が残る。しかし10-20％の減収をもたらしている他

の要因の相当部分が，今日の技術的水準で解決できるこ

とは明らかであろう。

収量水準の画期的な向上の可能性

八重山の稲作を観察して痛感されるもっとも大きな問

題は，以上に述べた各種被害による減収の外に，基本的

な低収性がある。とくに二期作については，ただ採種量

を確保するにとどまっている。

現在の主要な品種はトヨニシキである。この品種は生

育量のわりに収量が高いが，八重山のような亜熱帯気候

下では，基本栄養生長性が小さくすぎるといえる（この

品種は，現在の日本品種ではもっとも基本栄養生長性が

大きいのであるが)。このため，第１期作で早植とし，

出穂までに十分の生育量を確保しようとすれば，４月末

に出穂して，障害型不稔を発生する。一方，二期作で，

７月下旬に播種すると，９月末に出穂するので，播種か

ら収穫ま-では,約90日であり，実質的な栄養生長期間は，

移植後1の８月上旬から幼穂形成期となる８月末までの２０

日間位:である｡'従って生育量の確保は困難で，まして前

述のような被害に合うと，生育量不足から極端に低収と

なる。大陸からの季節風が強くなるのは10月末からであ

り，出穂期の安全限界は1o月10日位と考えられるので，

トヨニシキよりも，10-15日ほど基本栄養生長性の大きい

品種が望まれる。とくに第２期作は，熱帯と同じ気候であ

り，収量性の面からは熱帯の倭性インデイカ品種が有望

と思われる。

各種の品種の試作結果

以下にのべるのは，前項の見地から実施した収量試験

の一部であり，考察の基礎となった。その回数など不十

分な点はあるが，この種の試験は，八重山では初めてで

あるから，参考に供したい。供試材料は主に韓国や東南

アジアのインデイカ品種であり，標準としてトヨニシキ

等の日本品種を供試した。全体として，日本稲は早生，

外国稲は晩生に片寄っている。

1期作では，供試した20品種中，６品種がトヨニシキ

以上の収量を示したが，差は小さかった。出穂期と収量

の関係についてみると，トヨニシキよりも10日程度晩生

の品種でもっとも多収を示す材料が多かった。１期作は

生育量の確保が比較的容易で，トヨニシキ級でもかなり

多収を上げ，逆に，極晩生材料では子実重歩合の極端な

低下から低収となった。また，熟期的には多収を上げや

すいと考えられる台中65号は子実重歩合が低く，低収と

なった。以上から，１期作では，品種のみの効果では飛

躍的な増収は望めないが，傾向としては，もう少し晩生

材料で多収を上げやすいと考えられる。なお，１期作で

は，育苗植付期が比較的低温となり，苗の寒害が発生す

るので，苗の耐冷性が必要である。

２期作は植付直後に８月９日の11号台風に合い，初期

生育が抑制された。中でも早生品種は，その後の回復期

間が少ないため影響が大きかったと考えられる。２期作

では，供試材料の大部分がトヨニシキよりも多収を示し，

１期作にまさる品種がかなりみられた。最多収の水原

258号の収量はトヨニシキ比156％を示し，２期作の収量

としては非常に高い水準であった。出穂期と収量の関係

は，気温低下によって稔実歩合の劣った極晩生の２，３の

品種を除いて晩生ほど多収を示す傾向であった。子実重

歩合は晩生品種でも高く，生育量の差がそのまま収量差

となって現われたと考えられる。晩生の台中65号は，ト

ヨニシキよりもやや多収であったが,外国品種に比べて，

出穂期のわりに全重が小さく，子実重歩合も劣った。以

上より２期作では，生育量の確保しやすい晩生品種の導

入によってかなり収量を上げ，１期作の水準に近付ける

ことが可能と考えられる。しかしながら，現在のところ

望ましい基本栄養生長性をもつ晩生品種は日本品種には

ないので，外国品種の利用や育種に期待する外ない。
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第３表試作結果 (１９８２年度）

１期作 ２期作番
品種名

号 出穂期
(月・日）

桿長
(c､）

もみ重
(ん`l/ｂ）

穂長
(c､）

Ｉ出穂期
（月・日）

穂長
(c､）

もみ重
Ob51／の

桿長
(c､）

密陽23号

水原258号

裡里３３８号

裡里３４２号

裡里３４３号

嘉農杣育13号

嘉農杣育16号

ＩＲ９８２８－９１－

Ｒ７－２－３－１－

ＴＮＡＵ１７５６

ＵＰＲ２５１－１０１－

ＪＫ３４－１２７－

ＩＲ３６

トヨニシキ

台中６５号

ＩＲ９１２９－２０９－

ＰＫ１７４－１３－

ＲＤ－９

中国９１号

アキヒカリ

ＩＲ５０

IR19225-289-

IR25849-62-

水原２９４号

９
２
２
９
６
３
５
２
６
５
２
０
３
２
８
６
６
３
０
７

６
５
６
６
７
７
７
６
６
６
６
７
６
８
８
７
７
９
６
６

６３．７

６３．３

６８．７

６１．７

５５．８

６３．３

５４２

６０．８

５５．８

５８．７

５８．７

６１２

５６．７

６０．８

４３．７

５０．８

４５．８

４２５

２７．９＊

５０．０

１０．１０

１０．１３

１０．１０

１０．１０

１０．６

１０．１４

１０．１６

１０．１２

１０．１６

１０．７

１０．８

１０．７

１０．１４

９．２３

１０．５

７
０
７
７
２
５
５
２
０
２
１
６
３
２
８

５
５
５
６
６
６
６
５
６
５
５
５
５
７
８

１
９
．
２
３
３
４
３
１
０
２
２
２
１
０
１

２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

４
１
３
４
５
５
３
３
２
４
４
５
４
９
２
５
３
６
１
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
，
ｍ
田
Ⅲ
旧
肥
Ⅳ
旧
旧
別
別
肥
朋
型

５４．０

６５．１

５９．６

６１．３

５７．９

６１．１

５８．４

５７．１

４９．０

５１．７

５０．７

５３．６

６４．０

４１．．７

４５．４

５．２６

５．３１

５．２５

５．２２

５．３１

５．３０

６．４

５．３０

６．４

５．２６
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５．２６

５．２６

５．１３

５．２２
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６．６

６．８

５．５

５．７ ９．２０

１０．５

１０．２０

１０．２０

１０．１２

７
７
３
２
８

５
５
５
６
６

６
２
２
２
３

１
２
２
２
２

＊＊

5７．８

３９．８

３９．８

５７．３

歯移植期は１期作が３月11日，２期作は８月４日であった。

施肥量は両作期とも各成分約１．５１２Ｍzであった。

＊印中国91号は冷害不稔甚であり、＊＊印アヤヒカリは鳥害のため調査不能であった。



3１
荒木・池橋：八重山群島の稲作の現状と問題点

品種選定を中心とした今後の対策

八重山地方は，気候的に二期作が可能であり，降雨量

にも恵まれ，稲作にとっては，潜在的に好環境にあり，

現に稲作の収益も，他の作目に比べて必ずしも不良では

ない。しかしその潜在力が十分利用できていない。

この問題を解決するには，トヨニシキよりも基本栄養

生長が大きく，またトピイロウンカに対する耐虫性を有

する品種が必要である。熱帯で育成された倭性インディ

カ品種は，この条件をみたしている。もし２期作で，泡

盛原料用のインデイカ品種を生産することが経営的に可

能であれば，八重山地方にとっては好都合である。ある

いはインディカ品種の中のもち品種は，経営上有利であ

ろう。また，幸い，台湾では最近耐虫性のある日本型の

多収品種が育成されてきている（台農68など)。従って

これらの新品種を試作することが必要であり，奨励品種

決定について行政上の処置が望まれる。

現在のトヨニシキは，導入後10年を経過しており，本

土でトヨニシキ以降に育成された品種は，トヨニシキに

比べて，炊飯米の粘りが強く，一段と食味が改善されて

いる。これらの品種の中からトヨニシキに代るものを見

出して,;本土並の基準で貢付・販売が行われる昭和60年

をめざし，早急に普及することが期待される。

なお，トヨニシキに代る良食味の米を生産しても，高

温下では収穫，貯蔵上の問題があり，本土のササニシキ

やコシヒカリの食味を維持できないことが考えられる。

八重山地方には，本土より年間20数万の観光客が来訪す

る（沖縄県全体としては，その数倍)｡こうした観光客に

対しては，外国で珍重されているピラフ用の香り米など

を八重山の気候条件を生かして栽培すれば，少量であっ

ても特産として生かす道があると考えられる。

水田の基盤整備の重要なことは指摘するまでもない

が，減反政策が行われている今日大規模な事業は困難で

あろう。しかし，現地の地形を生かした小規模な，個別

的な改善の余地は相当大きいとみられる。離島の第一次

産業の確保という見地からみると，道路・港湾の工事よ

りはるかに少額の,水田改善工事は有効ではなかろうか。

また，在来型稲作から，機械化稲作への転換にともな

う，きめこまかな普及対策の必要性も痛感される。とく

に，機械や土壌改良資材の助成とれんけいした技術の普

及が望まれる。
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